震災津波人命リスクモデルの汎用化と対象域の拡大 : 相模湾湘南域の鎌倉市から藤沢市への適用 by 金子, 大二郎 & KANEKO, Daijiro
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標忘別木造住宅分布
木造住宅と津波遡上分布
1．災避難人命リスクの社会・地理モデルの普逼化と対象域の拡大
東南海三連動地震対策ばかりでなく南関東地震の震源城にある湘南地域は，
律波波高が首都輿の中で最も高く， 減災を図らねばならない特に重要な地
域となっている．
2.その対策として著者は． 津波避じ糾9人命リスク地理 ・社会モデルの開発を
進めてきた．
3.影響変数の様濯化と，人命リスクの計算結果を無次元による讐遍化をし，
他都市との相h比較が可能となった，このモデルを使いこれまでの鎌倉市
から対象範囲を拡大する．
4.人Uも度の高い6都圏の中で，紅抜波奮が最も漸い相模湾糊南域の＇贔倉 巾
に統き厚沢市ほかの複数の都市に研究対象城を拡大した
5.このモデルの彎え方は， ＂ 竃下賃直”，，大隻遷量人鍮リスクにも応円可鰻であり， 書畢lりや汽,,”"`斌を囀え
ている
広城的背景．
l. 言都Illには、 震氏”'9誡災に当たって、 最量荘絡1こ存在する嶋陀や、 隼域む•上の視点から人釦
リスクの高い蠅蟻が存在する．．
2.その中でも暮者は、訂都圏の木造住宅密集地域と洞隋酒算の識涙対策として人命リスクの評価を
進めてきた．
9.同時多聾火災に対するハード9.9誡災対質（スーバー耐震帽累、公県型遍嬉者専用憾）や．レベル
2の津荻対策として高速道路と遵震所を内蔵した防災松林丘陳を提案してきた．
4.一方．災害函名としての高齢布ばかりでなく，若年Iiや遵璽地蜂1こついて土地不富内1ヽ鶴た客9』
，}スヤを＂傷 している．
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藤沢駅近くの新森公園から江ノ島・片瀬の湘南海岸の全景
津波迫難人命リスク研究対象域
使閃品；；『海地震9系地竺：こ；
津波人命リスク評価範囲
津波防災対策評僅範囲；膿沢・鎌倉市
内同府提供東南海地震地形データ
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津波避Hビルからの選鱈距蘊：全てのビル
緊急迫H用、津波到達時間が短い、南関東地震の場合は第一波が8分．
゜
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；：と
津波避難距離 甜難ビルの安全面からの楼忘1こよる質的ランクづIt
喋忘8m以上を推奨 (8 m以上はA級として格付け〉
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津波浸水域に住む人々
藤沢市南部の没水域の住民人口分布単位：人/(500m)2
浸水域に多数の住民、特に藤沢市鵠沼（クゲヌマ）地区
Disaster Pre •ヽention Hill is 11roposcd as a tsunami counte,mcasurc 
in thぃ,coast of K,1makura City. 
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墟開饂密-
,.これまでに社会・地理条件を使った津波避難人命リスクモデルを開発してきた
このモデルにつき、影響藍数の纏準化と，人命リスクの計算結果を無次元によ
る普遍化を進めてきた。
2 他都市との相互比較が可能となり．対戴域の拡大と都市相互のリスク比較およ
び有効な対賓の提案を目指している．データー同化の推進。
3.このモデルは、災害弱者（災害時専楼護者） の避難人命リスクを評価化の儒
である．
4.当面の予定：
1)鎌倉市と同様に、木造住宅率を使った lOmメッシュの人口密度を
推定し、 避難人4いリスクの計算すること。
2)津波到達時間、浸水深および避難距離から検討した避鑓ピルの質的
辞何を試みること．
3)災害弱者 （災害既要援邊者）U)人命リスクの評価結果に基づく避難
対策を検討する．
5、今後の課題 ：
l)レペル2の津波に対する減災対策として、 10m紐の内臓構造体邸
の津波防災松林fi:陵を検討する．
2)神奈川県庁、鎌倉市、逗子市に続き、 ＂沢 市関係者と意見交換をし、
減災対策を検討すること。
